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コロナ禍を経験した留学生の所属大学に対する 
コミュニティ感覚

岡　村　佳　代

抄　　録

　コロナ禍において留学生を取り巻く大学コミュニティや大学教育をめぐる環境が大きく変容し，

留学の意義が問い直されている。本研究では，このような状況下における留学生のコミュニティ感

覚を明らかにすることを目的とし，東京都内の大学に在籍する 5 名の留学生に対する質問紙，イン

タビュー調査を実施した。SCAT による分析の結果，5 名の留学生それぞれのコミュニティ感覚が

示され，コロナ禍によるコミュニティ感覚への影響は限定的であることが示された。また，留学生

が被受容感や自己有用感を得られること，日本人学生，留学生双方の異文化間コンピテンスを高め

ることで，留学生のコミュニティ感覚を高める可能性が示唆された。
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1　問題の所在

　新型コロナウイルス感染症（以下，コロナ）のパンデミック（世界的な大流行）は，急速に進行

していたグローバル化の動きを止めた。特にヒトの動きは制限され，日本においても外国人入国者

等総数は，パンデミック以前の 2019 年は 36,148,684 人であったが，パンデミック後の 2020 年には

5,226,568 人（対前年比 86.2% 減）となった（出入国管理庁，2022）。在留資格別外国人新規入国者

数においても，対前年の減少率が 87.4% となっており，日本に入国する外国人が大幅に減少したこ

とがわかる。在留資格「留学生」に目を向けると，新規入国者数は，2019 年 121,637 人であったの

が，2020 年には，対前年比 59.1％減の 49,748 人となった（出入国管理庁，2022）。また，外国人留

学生在籍状況は，留学生30万人計画の数値目標である30万人を達成した2019年は312,214人であっ

たが，2021 年は 242,444 人（2019 年比 77％）となっており，69,770 人減少している（日本学生支

援機構，2022）。このように，コロナのパンデミックは日本における留学生の受け入れにも大きな

影響を与えた。
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　日本留学の入り口への影響だけではなく，すでに日本に留学し，大学に在籍している留学生にも，

その影響は及んだ。コロナの感染拡大防止のために，多くの大学では 2020 年度の授業開始時期の

延期，授業形態の変更，大学キャンパスへの入構禁止，イベントの中止などの措置がとられた。コ

ロナ禍は大学における教育のあり方を変容させ，「留学」の意義にも疑問を投げかけた。海外留学

は異文化間能力，外国語運用能力，学業面，社会性・人としての成長，キャリア・エンプロイアビ

リティ，社会貢献に肯定的な影響を与える（新見，2018）とされるが，これらは異文化のなかに身

を置き，対面での人々との交流を通して得られるインパクトであろう。求めていた理想的な留学と

は異なるコロナ禍での大学生活を，留学生はどのよう捉えていたのだろうか。

2　先行研究と研究目的

2.1　コロナ禍における日本居住の外国人留学生

　コロナの感染拡大当初，誰もが先の見えない不安を抱えていたが，日本の大学に在籍し，コロナ

禍においても異国日本で留学生活を続けていた留学生の不安は計り知れないものがあっただろう。

コロナ禍における留学生に関する調査において，多くの留学生の困難が取り上げられている。近藤・

石倉・中野（2020）が 2020 年 4 月から 5 月末に行った調査のうち，日本で学ぶ留学生 552 名の回

答を見てみると，ほとんどの留学生が「留学を継続し，頑張りたい」と回答している一方で，感染

への不安やインターネット授業への不満があげられている。また，藤・林（2021）が 2020 年 7 月

に中国人留学生 155 人を対象として行った調査においても，自身や家族の感染・健康への不安や入

学，進学，学業に関する不安などの心理面への影響があげられている。さらに，高橋（2022）が

2020 年 12 月に行った，留学生 6 人を対象に行ったインタビュー調査でも，コロナ禍において留学

生が経験した困難として，講義や学習形態の変化，特に，オンライン授業に伴うモチベーションの

低下や実験や実技科目のあり方に対する意見があげられている。このように多くの留学生が感染へ

の不安や学業への不安，不満を抱えていたことが示されている。

　一方，村田（2022）が 2021 年 12 月末に行った国内外にいる留学生 154 人を対象に行ったアンケー

ト調査では，コロナ禍における勉学について，9 割以上の学生が「たくさんできた」「ある程度で

きた」と回答している。オンラインが中心となった授業環境においても勉学はある程度できたと感

じた学生が多かったことが示され，コロナの影響が長引くなかで，留学生自身の慣れ，オンライン

授業の進化等により，学生の不安，不満が多少なりとも解消された可能性が考えられる。しかしな

がら，同調査における学生間の交流がどの程度できたかという質問に対しては，「あまり / 全くで

きなかった」と回答した学生が 44％となっており，オンライン中心の授業環境においては学生間

交流が不十分であったとの回答が半数近くを占めている。人とのつながり，かかわりについては，

高橋（2022）においても「コミュニケーション機会の不足」の状況が明らかにされている。また，
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コロナに関連した差別経験や日本社会からの眼差しに対する不安（藤・林，2021；高橋，2022）も

あげられており，対面交流ができないことだけに限らない，人とのかかわりにおけるコロナの負の

影響があげられている。

2.2　コミュニティ感覚

　コロナ禍において，留学生は大学の授業形態の変化や人とのつながり，コミュニケーションに対

して不安や困難を抱えていたことが示されている。すなわち，これらの不安はコロナによる大学環

境の変容により引き起こされたといえる。人間の行動や感情，認知は，単に個人特性の函数ではな

く，生活体としての人間とその生活環境との相互関係の複雑な結果であるという「人間―環境適合」

の概念（笹尾，2010）からすると，コロナ禍における留学生の心理的側面を探るためには，環境と

の相互関係のなかで捉える必要がある。そのため，コロナ禍において留学生を取り巻く環境として

最も身近な大学との適合を検討するうえでは，「コミュニティ感覚」を明らかにすることが有効で

あると思われる。

　「コミュニティ感覚」は，所属するコミュニティに対して人々が持つ態度で，「他者との類似性の

認知，互いに尊重し合う相互依存的関係，自己が相手に望むものを相手に与えることによりその関

係を維持しようとする意思，より大きく安定した，頼ることのできる構造に所属しているという感

覚（S. B. Sarason, 1974）」や，「メンバーが持つ所属感，メンバーがメンバー同士あるいは集団に

対して持っている重要性の感覚，また，集団に共にコミットメントすることによってメンバーのニー

ズを満たすことができるという信念の共有（MacMillan & Chavis, 1986）」と定義される。

MacMillan & Chavis（1986）は，コミュニティ感覚の理解と測定のために， Sense of Community 

Index（SCI）という心理尺度を作成し，その構成要素として「メンバーシップ」「影響力」「統合

とニーズの充足」「情緒的つながりの共有」の 4 つをあげている。「メンバーシップ」とは，コミュ

ニティの境界や情緒的安心感，所属感，コミュニティに対して行う個人的投資などの概念が含まれ

る。「影響力」には，コミュニティに対する影響力，コミュニティ自体がメンバーに影響力を与え

ているという感覚など，コミュニティとメンバーの互恵的関係の重視に関する概念が含まれる。「統

合とニーズの充足」は，メンバー間での価値観の共有とともに，コミュニティのメンバー間で資源

のやりとりが行われ，個人の欲求が満たされることである。また，コミュニティを通してメンバー

間のニーズが統合されることから，自己のニーズの達成が他者のニーズと結びついているという感

覚が得られるものである。「情緒的つながりの共有」は，コミュニティのメンバー間のポジティブ

な交流，重要な出来事や問題を共有し解決することによる精神的つながりを指し，真のコミュニティ

にとって決定的な要素とされる。このコミュニティ感覚は個人の QOL を高める非常に強力な力で

あり（Dalton, Elias & Wandersman, 2001），コミュニティ感覚の高さと，人生への満足感や主観

的幸福感の高さ，孤独感の低さとの間には正の相関が確認されている（植村・笹尾，2010）。また，
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教育現場における研究においてもコミュニティ感覚のポジティブな影響が報告されている

（Lounsbury, Loveland & Gibson , 2003）。日本の大学生を対象とした調査においては，所属大学へ

のコミュニティ感覚といきいき度尺度の相関から，コミュニティ感覚の強さがポジティブな精神状

態と関連があることが示されている（井上・久田，2015）。また，同調査において，コミュニティ

感覚の高低には，入学時の志望度や教員からのサポートが大きく関与し，授業に対する満足度や課

外活動へのコミットメントの度合いも影響していることが示されている。池田（2006）が，「コミュ

ニティ感覚を高めることは，種々のコミュニティにおける問題を解決するにとどまらず，問題の予

防，さらにはより良いコミュニティを作り上げるために大きな役割を果たすことが期待される」と

しているように，大学においても所属学生のコミュニティ感覚を高めることがより良い大学コミュ

ニティを作り上げるうえで重要であるといえる。

2.3　研究目的

　留学生の所属大学へのコミュニティ感覚に関する先行研究は管見の限り見当たらず，コロナによ

り留学生を取り巻く大学コミュニティや大学教育をめぐる環境が大きく変容し，留学の意義が問い

直されている現在において，留学生の所属大学へのコミュニティ感覚を探ることは重要な課題の一

つであるといえる。本研究では，日本の大学に所属し，コロナ禍を経験した留学生のコミュニティ

感覚を明らかにすることを目的とする。そのうえで，留学生のコミュニティ感覚を高めるための方

策について考察を行う。

3　研究方法

3.1　調査の概要

　2021 年 2 月～ 4 月にかけて，東京都内の私立大学に在籍する留学生 5 名を対象に，自由記述式

のアンケート調査および，その内容に関するインタビュー調査を実施した。対象者の詳細は表 1 の

通りである。質問紙の構成は，大学の専攻，年齢，国籍，日本語能力などの属性に関する質問と所

属大学へのコミュニティ感覚に関する質問からなる。大学へのコミュニティ感覚については，1）

所属大学に受け入れられていると感じるか，2）大学の人々との人間関係はどうか，3）所属大学の

一員としてのメンバーシップを感じるか，4）所属大学に貢献したいと思うか，5）所属大学は自分

に合っていると思うか，6）所属大学の学生であることは自分にとってどの程度重要か，という質

問項目について自由記述での回答を求めた。

　インタビュー調査においては，これらへの回答についてのより具体的な内容に加え，大学の居心

地や自分の能力に対する周囲の評価，大学の人々との価値観の共有，大学への所属感や人間関係へ

のコロナの影響などについても質問した。インタビューは，一人につき 1 時間程度，Zoom を利用
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して実施した。なお，これらの質問紙調査，インタビュー調査に際しては，聖学院大学研究倫理委

員会の審査を経ており，対象者に対して研究目的や調査内容，個人情報や人権の保護に関する説明

を十分に行い，同意を得た。

表 1　対象者の属性

対象者 専攻 学年 年齢 国籍 来日年 日本語能力試験 性別
A 経営 4 22 中国 2015 N1 F
B 生物学 2 20 中国 2018 N2 M
C 数学 2 21 中国 2018 J.TEST A 級 M
D 商業・貿易 4 23 ベトナム 2015 N1 F
E 情報電子システム 4 24 ネパール 2015 N2 M

3.2　分析方法

　質問紙調査で得られた自由記述データと，対象者の許可を得て録音したインタビューの音声を文

字化したデータを分析の対象とし，SCAT（Steps for Coding and Theorization）（大谷，2007, 

2011, 2021）により分析を行った。

表 2　SCAT 分析例

番
号
発
話
者

テクスト 〈1〉テクスト中の注
目すべき語句

〈2〉テクスト中の語
句の言いかえ

〈3〉左を説明するよう
なテクスト外の概念

〈4〉テーマ・構成概
念（前後や全体の
文脈を考慮して）

〈5〉疑問・課題

1 A

受け入れられていないと感じま
す。国籍や性格などの原因で授
業で日本の学生とのコミュニ
ケーションがあまりないです。
毎日授業の後ですぐ家に帰るの
で，大学生活は「家―授業―家」
です。

受け入れられていな
い／国籍や性格など
の原因／日本の学生
と の コ ミ ュ ニ ケ ー
ション／あまりない
／大学生活は「家―授
業―家」

被受容感のなさ／国
籍や性格の差異に起
因する日本人学生と
のコミュニケーショ
ンの少なさ／短調な
大学生活

被受容感―被拒絶感／疎
外感／原因帰属／外的
帰属／アウェー感／目
に見えない壁／外集団
／コミュニケーション
能力／空虚感

所属大学における被
受容感のなさ／国籍
や個人特性に起因す
る日本人学生との壁
／単調な留学生活へ
の空虚感

大学における被受
容感のなさの認識
は，日本人学生と
の関係によって生
じているのか。

2 A

やはりあることに対する意見が
違うと思います。例えば，授業
でグループワークしていた時は，
私は中国人としての意見と日本
人のクラスメイトの意見はなん
か違うけど，こちらとそちら，
どちらも自分の意見が正しいと
いう気持ちを持ち，全然交流で
きない。文化の原因だと思いま
す…

意見が違う／どちら
も自分の意見が正し
い／全然交流できな
い／文化の原因／…

異なる意見／双方の
意見の主張／深まら
ない関係／文化への
原因帰属／…

関 係 構 築 に お け る ア
サ ー シ ョ ン ス キ ル ／
多様性受容／異文化ト
レーニング不足／交流
の閉鎖性／外的要因へ
の原因帰属…

異文化受容態度の未
形成／異文化コミュ
ニケーションスキル
不足／日本人学生と
の関係構築の難しさ
／文化的差異による
日本人学生，留学生
双方の交流の閉鎖性
…

異 文 化 コ ミ ュ ニ
ケーションや異文
化理解に関する科
目の受講機会はな
いのか。…

　

番
号
発
話
者

テクスト 〈1〉テクスト中の注
目すべき語句

〈2〉テクスト中の語
句の言いかえ

〈3〉左を説明するよう
なテクスト外の概念

〈4〉テーマ・構成概
念（前後や全体の
文脈を考慮して）

〈5〉疑問・課題

ストーリー・ライン

A は「国籍や個人特性に起因する日本人学生との壁」による「所属大学における被受容感のなさ」を感じ，それが「単
調な留学生活への空虚感」につながっている。また，「異文化受容態度の未形成」や「異文化コミュニケーションスキ
ル不足」のために「文化的差異による日本人学生，留学生双方の交流の閉鎖性」が顕著になり，A は，「日本人学生と
の関係構築の難しさ」を認識している。…

理論記述

・�「国籍や個人特性に起因する日本人学生との壁」による「所属大学における被受容感のなさ」が，「単調な留学生活へ
の空虚感」につながる。

・�「異文化受容態度の未形成」や「異文化コミュニケーションスキル不足」から「文化的差異による日本人学生，留学
生双方の交流の閉鎖性」が顕著になると，留学生が「日本人学生との関係構築の難しさ」を認識する。

…

さらに追究すべき点・課題
・大学における被受容感のなさの認識は，日本人学生との関係によって生じているのか。
・異文化コミュニケーションや異文化理解に関する科目の受講機会はないのか。
…
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　SCAT では，テクストにおける表層の文脈が 4 段階のコーディングによって脱文脈化され，そ

れがストーリー・ラインで再文脈化される。また，その再文脈化の結果から理論記述を行うという

手続きを有する。具体的には，まず，マトリクスの中にセグメント化したデータを記述し，それら

にそれぞれ〈1〉データの中の注目すべき語句〈2〉それを言いかえるためのテクスト外の語句〈3〉

それを説明するようなテクスト外の概念〈4〉そこから浮かび上がるテーマ・構成概念，の 4 段階

でコーディングを行った。次に，そのテーマ・構成概念を紡いでストーリー・ラインを記述し，そ

こから理論記述を行った。SCAT の分析フォームを用いた分析例を表 2 に示す。対象者 5 名それ

ぞれのデータを回答ごとにセグメント化したうえで 4 段階のコーディングをし，ストーリー・ライ

ンと理論を記述した。本稿では，それぞれの質問に対する「〈4〉テーマ・構成概念」と「理論記述」

を示す。

4　結果と考察

　対象者 A ～ E，それぞれの分析結果について，表 2 の太枠に示された「〈4〉テーマ・構成概念」

と「理論記述」を表 3 ～表 7 に示す。その後，それぞれのコミュニティ感覚の特徴を，コミュニティ

感覚の構成要素とされる「メンバーシップ」，「影響力」，「統合とニーズの充足」，「情緒的つながり

の共有」の 4 つの側面からまとめる。また，所属感や人間関係におけるコロナの影響を取り上げる。

4.1　A の所属大学に対するコミュニティ感覚

　A の所属大学に対するコミュニティ感覚に関して，40 のテーマ・構成概念が得られ，16 の理論

記述が示された（表 3）。まず，「メンバーシップ」にかかわる所属感は希薄である（理論記述 6；

以下，番号のみで示す）。また，大学の居場所としての機能不全を感じる（5）など，情緒的安心感

も得られていないことが示されている。個人的投資についても，大学に対して自分の能力を提供し

てもいいという意識はある（7）が，これまでに自分の能力を大学に提供した経験はない。もし，

大学から選抜され能力の提供を依頼されることがあれば，A の自己有用感が高まるのと同時に大

学への貢献もできるなど互恵的な関係が形成され，「メンバーシップ」や「影響力」の感覚が高ま

る可能性があったと考えられる。しかし，インタビュー時点において「影響力」の感覚がなく，そ

れは，周囲からの評価の不明さ（8）が一因であると考えられる。また，「統合とニーズの充足」に

ついては，A のニーズとしてブランド力のある大学，大学院進学や，より良い就職をすることな

どがあげられるが，所属大学には不本意入学であったことから，自分に合っている大学だという感

覚が持てず（11），入学時点で自分のニーズを満たす大学ではないと感じていた（15）。また，進路

に対する価値観は日本人学生とは全く異なるという感覚があった（10）。さらに教職員との関係も
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希薄であることから（4），自分のニーズを満たすために大学の資源を活用しようという意識が持て

ず，自己解決することを選択しており，「統合とニーズの充足」の感覚も希薄であるといえる。し

表 3　A の分析結果（テーマ・構成概念と理論記述）

大学に受け入れられていると感じるか

所属大学における被受容感のなさ／国籍や個人特性に起因する日本人学生との壁／単調な留学生活への空虚感　

大学の友人，先輩後輩，教員，職員など大学の人々との関係

異文化受容態度の未形成／異文化コミュニケーションスキル不足／日本人学生との関係構築の難しさ／文化的差異によ
る日本人学生，留学生双方の交流の閉鎖性／内集団との交流の安心感／留学生中心の交友関係／日本人の友人の少なさ
／希薄な教職員との関係／周囲への相談希求のなさ／自己解決

大学の居心地

大学の『居場所』としての機能不全／オンライン授業の居心地の悪さ

大学の一員としての感覚（所属感）

所属感の希薄さ／所属大学の道具的価値

大学に対する自分の能力の提供

自己能力提供への意欲／能力提供依頼／選抜／社会的欲求／承認欲求

大学における自分の能力への周囲の評価

大学教員からの自己能力への評価の不明さ／留学生の友人からの得意分野への評価／武漢出身

大学の人々との価値観の共有

自身の特殊な価値観／日本人学生にない価値観

大学は自分に合っているか

学歴重視／第一志望の大学不合格時の落胆／所属大学の不適合感／ 4 年間での自己能力受容／所属大学は不本意入学／
能力相応／カリキュラムには満足している／自分が得た知識への自信

所属大学の学生であることの重要性

学歴社会の中国／必要最低条件としての「大卒」／「大卒」以上の付加価値のなさ／より良い就職のための大学院進学

大学への所属感や居心地，人間関係に関する新型コロナウイルスによる影響

コロナの影響を受けないほど希薄な所属感

理論記述

1．「国籍や個人特性に起因する日本人学生との壁」による「所属大学における被受容感のなさ」が，「単調な留学生活へ
の空虚感」につながる。

2．「異文化受容態度の未形成」や「異文化コミュニケーションスキル不足」から「文化的差異による日本人学生，留学
生双方の交流の閉鎖性」が顕著になると，留学生が「日本人学生との関係構築の難しさ」を認識する。

3．「内集団との交流の安心感」から「留学生中心の交友関係」を築き，「日本人の友人の少なさ」を実感する。
4．「教職員との希薄な関係」による「周囲への相談希求のなさ」から，「自己解決」を目指す。
5．「大学の『居場所』としての機能不全」を感じると同時に「オンライン授業の居心地の悪さ」も感じる。
6．「所属感の希薄さ」は「所属大学の道具的価値」のみを認識させる。
7．「社会的欲求」や「承認欲求」から，大学に「選抜」され「能力提供依頼」があれば，「自己能力提供への意欲」がある。
8．「大学教員からの自己能力への評価の不明さ」を感じる。
9．コロナ禍での「同国出身留学生からの武漢出身いじり」があるが，「留学生の友人からの得意分野への評価」は感じる。
10．「自身の特殊な価値観」は「日本人学生にない価値観」である。
11．「学歴重視」の留学生が，「第一志望の大学不合格時の落胆」を感じたまま「所属大学への不本意入学」をすると，

自分の能力と「所属大学の不適合感」を感じる。
12．「4 年間での自己能力受容」により所属大学が自分の「能力相応」であると感じる。
13．「カリキュラムへの満足感」は，「自分が得た知識への自信」につながる。
14．「中国は学歴社会」で「必要最低条件としての『大卒』」という認識がある。
15．所属大学の「『大卒』以上の付加価値のなさ」を感じると，「より良い就職のための大学院進学」を目指す。
16．「コロナの影響を受けないほど希薄な所属感」である。
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かし，大学での学びについては，カリキュラムへの満足感や授業で得た知識に対する自信が感じら

れ（13），それが自己能力の受容（12）につながったことから，A のニーズの一部は満たされたと

いえる。「情緒的つながりの共有」については，A は，日本人学生とのポジティブな交流の経験が

少なく，日本人学生との壁を感じ，良好な関係を構築できなかった（1, 2, 3）。

　A の所属大学へのコミュニティ感覚は総じて希薄な状態であるといえるが，コロナによる影響

については，特にないという認識である。元々所属大学へのコミュニティ感覚が希薄である場合，

コロナ禍においても所属感や人間関係が大きく変化することはなかった。

4.2　B の所属大学に対するコミュニティ感覚

　B の所属大学に対するコミュニティ感覚について 43 のテーマ・構成概念が得られ，16 の理論記

述が示された（表 4）。

　B の「メンバーシップ」にかかわる所属感は希薄（7, 14）であり，大学における情緒的安心感に

近い居心地の良さや愛着は未形成ではあるが（5），より良い留学生の獲得により，大学コミュニティ

の環境保全をしたいという意識がある（8）。そのため，いかなる場合でも無償での自己能力の提供

はしないという意識を持ちながらも，自分のために留学生に情報提供を行うなど，自発的に大学コ

ミュニティに対する貢献を行っている（8）。次に，「影響力」については，留学生の SNS グループ

を開設し，管理者となるなど，留学生の中での中心的役割を担い（2），留学生への情報提供をして

いる。また，教員や友人からの直接的な肯定的評価があることで，自己肯定感が得られる（9）な

ど互恵的関係にあり，「影響力」の感覚は比較的高いと考えられる。「統合とニーズの充足」に関し

ては，B のニーズとしては自身の学びの追求がある。所属大学のカリキュラムに対しては肯定的な

認識があり（12），カリキュラムへの満足感が大学からの被受容感につながっている（1）。一方，

カリキュラムや研究環境への否定的な感覚もあり，所属大学が自分のニーズをすべて満たしている

わけではないと感じている（11, 12, 13）。また，日本人学生とは育ってきた環境や社会的な背景が

異なることで価値観が全く異なると認識しており（10），他者とのニーズの結びつきがあるという

感覚もない。「情緒的つながりの共有」については，留学生との相互依存可能で良好な関係を築く

とともに，日本人学生とも SNS を通じた関係構築に成功している（2）。また，ゼミ内の教員，所

属学生との関係も良好である（3）。しかし，日本人学生との関係はゼミに限定されており，信頼関

係までは構築されていない（4）。

　B の所属大学へのコミュニティ感覚は一見希薄なようにも見えるが，被受容感がある，留学生や

教員との良好な人間関係を築き，自分の影響力を認識している，自分が身を置く環境，つまり所属

大学の環境を汚されたくないという思いから間接的に大学への貢献をするなど，互恵的な関係を築

いているという点で，ある程度のコミュニティ感覚があると考えられる。コロナによる影響はあま

り見られず，B が効率的な学びを重視しているため，オンライン授業のメリットを感じたり SNS
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表 4　B の分析結果（テーマ・構成概念と理論記述）

大学に受け入れられていると感じるか

大学における被受容感／カリキュラムへの満足感／大学生活の充足感／学びの効率性の重視

大学の友人，先輩後輩，教員，職員など大学の人々との関係

中国人留学生間での知名度の高さ／教員を含めたゼミにおける良好な人間関係／ SNS の活用による関係構築スキルの高
さ／大学内での友人獲得／ 1 年次からのゼミ履修による良好な人間関係／ゼミ以外の人との交流機会の少なさ／履修シ
ステムによる人間関係構築へのデメリット／ゼミ教員への親近感／「日本人学生との信頼関係構築の難しさ／中国人留
学生への信頼感／相互依存的な関係

大学の居心地

大学キャンパスへの愛着未形成／オンライン空間の居心地への好意／有意義な時間活用／対面授業との比較によるオン
ライン授業のメリットの認識

所属大学の一員としての感覚（所属感）　

所属大学のブランドへの無関心／留学生としての自覚／学問追求という留学目的

大学への自分の能力の提供

ボランティアでの能力提供の否定／自利利他精神による留学生への情報提供／質の高い留学生獲得による大学環境の保全

自分の能力への周囲の評価

自己能力に対する教員からの直接的評価／情報収集能力への友人からの評価／自己有用感／自己肯定感

大学の人々との価値観の共有

日本人学生との価値観の相違／日中の社会構造の差異による学歴への価値観の差異

大学は自分に合っているか

カリキュラムによる適否の判断／大学ブランドの重視から教育内容重視へのシフトチェンジ／自由なカリキュラムへの
肯定的評価／不満足な設置科目

所属大学の学生であることの重要性

大学の一員であることの軽視／中国の名門大学との比較／所属大学の研究環境への疑問／大学卒業のみの無意味さによ
る大学院への期待

大学への所属感や居心地，人間関係に関する新型コロナウイルスによる影響

コロナの影響による日本人学生との関係希薄化／留学生との関係維持／元々希薄な所属感／コロナの影響を受けない所属感

理論記述

1．「学びの効率性の重視」をする留学生は，「カリキュラムへの満足感」があることで，「大学生活の充足感」と「大学
における被受容感」を覚える。

2．「SNS の活用による関係構築スキル」の高さは，「留学生間での知名度の高さ」や「大学内での友人獲得」につながる。
3．「ゼミ教員への親近感」など「1 年次からのゼミ履修による良好な人間関係」構築が可能になる一方で，「ゼミ以外の

人との交流機会の少なさ」という「履修システムによる人間関係構築へのデメリット」がある。
4．留学生は「同国出身留学生への信頼感」があり「相互依存的な関係」を構築する一方で，「日本人学生との信頼関係

構築の難しさ」を認識する。
5．留学生は，コロナ禍において「大学キャンパスへの愛着未形成」の状態にある。
6．「有意義な時間活用」など「対面授業との比較によるオンライン授業のメリット」の認識により，「オンライン空間の

居心地への好意」を持つ。
7．「留学生としての自覚」から「学問追求という留学目的」が明確な場合，「所属大学のブランドに対する無関心」な状

態になる。
8．「ボランティアでの能力提供の否定」をする留学生でも，「自利利他精神による留学生への情報提供」をし「質の高い

留学生獲得による大学環境の保全」を試みる。
9．「自己能力に対する教員からの直接的評価」や「情報収集能力への友人からの評価」があることで「自己有用感」を覚え，
「自己肯定感」も高い。

10．留学生が感じる「日本人学生との価値観の相違」は，「日本と母国の社会構造の差異による学歴への価値観の差異」
によるものである。

11．「大学ブランドの重視」から「教育内容重視へのシフトチェンジ」をすると，「カリキュラムによる適否の判断」をする。
12．大学について「自由なカリキュラムへの肯定的評価」をする一方で，「不満足な設置科目」の認識がある。
13．「母国の名門大学との比較」による「所属大学の研究環境への疑問」がある。
14．「大学卒業のみの無意味さによる大学院への期待」から現在の「大学の一員であることの軽視」をする。
15．「コロナの影響による日本人学生との関係希薄化」がある一方で SNS の活用により「留学生との関係維持」をする。
16．「元々希薄な所属感」は「コロナの影響を受けない所属感」である。
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の活用による留学生との関係を維持したりしている。人間関係においては，日本人学生との関係が

希薄になったというが，元々それほど強くなかった大学への所属感には大きな変化は見られなかっ

た。

4.3　C の所属大学に対するコミュニティ感覚

　C の所属大学に対するコミュニティ感覚については，43 のテーマ・構成概念が得られ，17 の理

論記述が示された（表 5）。まず，C の「メンバーシップ」は，所属しているサークルへの感覚が

中心になっている。サークルへの所属感の強さやサークルでの活躍が，大学への所属感や居場所を

形成している（1, 2, 7, 9）。大学に対する自己能力の投資意識はないが（8），サークルにおいては，

自分の能力を発揮し，チームの強化に貢献している。「影響力」についてもサークルにおける活躍

から，サークルメンバー間では存在感を放っている（9）。また，サークルメンバーとの協力関係や

メンバーからの能力の承認が C の居場所を作るなど，互恵的な関係を築いている。

　「統合とニーズの充足」については，C は大学における専門的な学びの面白さへの気づき，満足

感がある（12, 14）。学問においては個人的なニーズの充足はあり，大学の重要性も認識しているが

（15）大学全体のメンバーとのニーズの共有には結びついていない。一方で，サークルのメンバー

との間には，大会で勝ち進んでいくなどのニーズを共有している感覚がある（7）。「情緒的つなが

りの共有」については，教職員やサークル以外の学生との関係は希薄であるが（4, 5），サークルの

メンバーとは深い絆があり，共に協力して大会や試合などの目標に向かっている。

　C の所属大学へのコミュニティ感覚は，サークルコミュニティへの感覚が中心であり，その肯定

的な感覚が所属大学へのコミュティ感覚に影響している。コロナ禍においても問題なく活動できる

esports サークルへの強いコミュニティ感覚は，コロナ禍においても影響を受けることなく強化さ

れ続けている。

4.4　D の所属大学に対するコミュニティ感覚

　D の所属大学に対するコミュニティ感覚については，50 のテーマ・構成概念が得られ，20 の理

論記述がなされた。D の「メンバーシップ」として，大学キャンパスで長時間過ごすことや学内の

イベント参加による所属感の獲得があった（10）。大学キャンパスに愛着を持ち，居心地の良さを

感じる（7, 8）など，情緒的安全感を覚えている。大学コミュニティのメンバーである，学生に対

する自己能力の提供意識もある（14）。「影響力」については，教員からの肯定的な評価により，自

己能力への自信と学部唯一のベトナム人留学生としての希少価値がある自分の存在感を認識してい

る（3, 15）。また友人形成により自己存在感を得ることができる（11）など，大学コミュニティの

メンバーからの承認によって，自己認識を強めている点で，互恵的関係にあり，「影響力」の感覚

はあるといえる。「統合とニーズの充足」の感覚については，所属大学がグローバルな大学ではな
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表 5　C の分析結果（テーマ・構成概念と理論記述）

大学に受け入れられていると感じるか。

esports サークルへの所属感の強さ／サークルでの被受容感／所属大学への所属感／サークルでの活躍による所属大学で
の被受容感

大学の友人，先輩後輩，教員，職員など大学の人々との関係

サークルにおける「友達」／先輩との交流の少なさ／一般的なロールモデル獲得希求のなさ／サークル以外の友人との
表面的な友人関係／サークル内での充実した人間関係の構築／教職員との希薄な関係／教員への相談希求のなさ

大学の居心地

キャンパスへの馴染み／キャンパス内でのオンライン授業受講希望／精神的な快適さ希求

大学の一員としての感覚（所属感）　

所属大学の代表としての大会参加／所属大学へのメンバーシップ

大学への自分の能力の提供

自己能力の大学以外の場への還元意識／自分の能力を活かす場の探求

自分の能力への周囲の評価

サークルメンバーからの自己能力の高評価／存在感／周囲からの承認による居場所の獲得／教員からの能力承認のなさ
／教員との交流機会や直接的な能力評価機会の欠如

大学の人々との価値観の共有

日本人とも中国人とも異なる独自の価値観／進路に関する意識の差異／一般的な進路への興味のなさ

大学は自分に合っているか

最上位大学再受験への希望／受験とは異なる大学での学修の醍醐味への気づき／再受験への気持ちの払拭／知識を得た
ことへの自信・満足感／将来研究職につくことへの意欲／より良い研究環境の模索／カリキュラムへの満足感／段階的
な専門分野の決定への肯定的評価

所属大学の学生であることの重要性

所属大学の一員であることの重要性／学問・研究の追求／第一段階としての大学卒業／広い視野での進路決定

大学への所属感や居心地，人間関係に関する新型コロナウイルスによる影響

コロナによる同級生との交流のなさ／コロナの影響を受けないサークルの人間関係／コロナ禍での充実感／コロナの影
響よりも大きい自身の心理的変容／コロナの影響を受けない大学への強い所属感

理論記述

1．「サークルへの所属感の強さ」があると「サークルでの被受容感による所属大学への所属感」を認識する。
2．「サークルでの活躍による所属大学での被受容感」がある。
3．「サークル内での充実した人間関係の構築」により「サークルにおける『友人』」が中心となり，「サークル以外の友

人との表面的な友人関係」がある。
4．「一般的なロールモデル獲得希求のなさ」から「先輩との交流の少なさ」がある。
5．「教職員との希薄な関係」の状態による「教員への相談希求のなさ」がある。
6．「キャンパスへの馴染み」のある留学生は「キャンパス内でのオンライン授業受講希望」などのコロナ禍での「精神

的な快適さへの希求」がある。
7．サークルにおける「所属大学の代表としての大会参加」の機会から「所属大学へのメンバーシップ」を強く認識する。
8．「自己能力の大学以外の場への還元意識」から「自分の能力を活かす場の探求」をする。
9．「サークルメンバーからの自己能力の高評価」により「存在感」を放ち，「周囲からの承認による居場所の獲得」をする。
10．「教員との交流機会や直接的な能力評価機会の欠如」から「教員からの能力承認の欠如」を感じる。
11．「日本人とも同国出身の留学生とも異なる独自の価値観」がある留学生は，「一般的な進路への興味のなさ」から周

囲との「進路に関する価値観の差異」を感じる。
12．入学当初「最上位大学再受験への希望」があっても「受験とは異なる大学での学修の醍醐味への気づき」から「再

受験への気持ちの払拭」がされる。
13．大学で「知識を得たことへの自信・満足感」がある場合も「将来研究職につくことへの意欲」がある留学生は，修

士課程進学における「より良い研究環境の模索」をする。
14．「段階的な専門分野の決定への肯定的評価」から「カリキュラムへの満足感」につながる。
15．「所属大学の一員であることの重要性」の認識は，今後「学問・研究の追求」をするために「広い視野での進路選択」

をするうえで「第一段階としての大学卒業」の重要性の認識からくる。
16．「コロナの影響を受けないサークルの人間関係」が「コロナの影響を受けない大学への強い所属感」につながり，さ

らに「コロナ禍での大学生活の充実感」へとつながる。
17．大学生活のなかで「コロナの影響よりも大きい自身の心理的変容」がある。
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表 6　D の分析結果（テーマ・構成概念と理論記述）

大学に受け入れられていると感じるか
コロナ以前の被受容感のなさ／大学生活の回顧による被受容感の認識／日本人と同等の教育の享受／奨学金制度／周囲
からの支援への気づき
大学の友人，先輩後輩，教員，職員など大学の人々との関係
日本人学生との関係構築の困難さ／日本人学生の人見知りな性質／学部唯一のベトナム人であるという存在感／問題解決に至らな
い大学支援組織の対応への落胆／大学支援組織への不信感／留学生同士の困難点の共有／日本人学生からの支援，情報共有への期
待／大学外での交友関係による悩みの解決／同国人コミュニティの不在／日本人学生，他の国の留学生との良好な友人関係構築
大学の居心地
大学キャンパスの居心地の良さ／設備や環境への好感／最適なキャンパスでの過ごし方の熟知／大学キャンパスへの愛
着／人間関係構築が難しいオンライン授業の弊害／孤独感
所属大学の一員としての感覚（所属感）　
物理的空間としての大学に居ることでの所属感／イベント参加・サークル参加による所属感の獲得／友人関係形成によ
る自己存在感／就職活動による大学へのコミットメントの低下／コロナに因らない所属感の減退／就職活動における帰
国の選択肢／母国における所属大学の認知度の低さ／大学の価値の再考
大学への自分の能力の提供
大学の広報の経験／社会や学生への自己能力提供意識
自分の能力への周囲の評価
教員からの日本人と同等の評価／教員の質問への丁寧な回答への感謝／教員からの間接的な能力承認／希少なベトナム
人留学生としての自覚
大学の人々との価値観の共有
授業内での日本人学生の悩みの理解／日本人学生との類似した価値観／社会貢献意識／家族中心
所属大学は自分に合っているか
ドメスティックな大学への落胆／大学への違和感／日本人学生の異文化コミュニケーション能力の低さ
所属大学の学生であることの重要性
有名大学の一員であることのメリットの享受／所属大学の道具的価値の認識／大学卒業の重要性の認識
大学への所属感や居心地，人間関係に関する新型コロナウイルスによる影響
大学キャンパスへの郷愁／日本語でのコミュニケーション希求／コロナにおける留学意義／コロナ禍における支援制度
の充実／大学への信頼感の回復
理論記述
1．留学生の「コロナ以前の被受容感のなさ」から「大学生活の回顧による被受容感の認識」へと被受容感が変化したのは，
「日本人と同等の教育の享受」と「奨学金制度」の充実など「周囲からの支援への気づき」によるものである。

2．「日本人学生との関係構築の困難さ」を「日本人学生の人見知りな性質」に原因帰属する。
3．「学部唯一のベトナム人留学生であるという存在感」を認識する。
4．「問題解決に至らない大学支援組織の対応への落胆」を感じ，「大学支援組織への不信感」が生じる。
5．「留学生同士の困難点の共有」や「日本人学生からの支援，情報共有」があり，「同国人コミュニティの不在」の場合，
「日本人学生，他の国の留学生との良好な友人関係構築」をする。

6．「日本人学生の外国人の悩みの理解の不可能さ」の認識から「大学外での交友関係による悩みの解決」を試みる。
7．「設備や環境への好感」から「大学キャンパスの居心地の良さ」を感じる。
8．「最適なキャンパスでの過ごし方の熟知」をし，「大学キャンパスへの愛着」がある。
9．コロナ禍の大学の授業について「人間関係構築が難しいオンライン授業の弊害」を実感し，「孤独感」を感じる。
10．「物理的空間としての大学に居ることでの所属感」や「イベント参加・サークル参加による所属感の獲得」がある。
11．「友人関係形成による自己存在感」を認識する。
12．「就職活動による大学へのコミットメントの低下」から「コロナに因らない所属感の減退」がある。
13．「就職活動における帰国の選択肢」から「母国における所属大学の認知度の低さ」を意識し「所属大学の価値の再考」につながる。
14．留学生としての「大学の広報の経験」から大学に対してよりも「社会や学生への自己能力提供意識」がある。
15．「教員からの日本人と同等の評価」と「教員の質問への丁寧な回答への感謝」，「教員からの間接的な能力承認」は，「希

少な留学生としての自覚」を芽生えさせる。
16．「授業内での日本人学生の悩みの理解」をきっかけに「社会貢献意識」や「家族中心」の意識において「日本人学生

との類似した価値観」があると認識する。
17．「日本人学生の異文化コミュニケーション能力の低さ」から「ドメスティックな大学への落胆」を経験し，「大学への違和感」がある。
18．さまざまな場面で「有名大学の一員であることのメリットの享受」をし，日本国内における「所属大学の道具的価

値の認識」をすることで，「大学卒業の重要性の認識」をする。
19．コロナ禍において「大学キャンパスへの郷愁」や「日本語でのコミュニケーション希求」があり「コロナ禍におけ

る留学意義の減退」が生じる。
20．「コロナ禍における支援制度の充実」を感じ，「大学への信頼感の回復」がおきる。
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いという認識から D のニーズを満たすことはなく（17），所属大学の日本国内における価値と海外

での価値の違いがあることからも，就職活動を通して大学のメンバーとの認識のずれを感じている

（13）。一方で，授業における日本人学生との悩みの共有により，日本人学生と自分との間に類似し

た価値観がある（16）という認識もある。「情緒的つながりの共有」については，日本人学生から

の日本語サポートを受けたりするなどのポジティブな交流がある（5）一方で，外国人留学生特有

の悩みは，日本人学生には理解できないという思い（6）や，日本人学生の人見知りな性格や異文

化コンピテンスの低さから，関係構築が難しい（2, 17）という感覚を抱いている。また，日本国内

における所属大学の価値を認識していることから，大学の一員であることが自分にとって大切なこ

とであるとも感じている（18）。D のコミュニティ感覚は，メンバーシップの感覚は比較的高く，

D 自身が大学にコミットメントしようとしている努力も窺える。しかしながら所属大学が「グロー

バルではない」という認識が D のコミュニティ感覚の減退に影響している。コロナ禍においては，

大学コミュニティにおける物理的な居場所を失ったことやオンライン授業での孤独感などから留学

意義への疑問も生じた。しかし，コロナ禍において所属大学からのさまざまな支援があったことで，

1 年次のサポート希求への対応の悪さにより失っていた大学への信頼感が回復するなど，一部コ

ミュニティ感覚の高まりも見られる。

4.5　E の所属大学に対するコミュニティ感覚

　E の所属大学に対するコミュニティ感覚については，46 のテーマ・構成概念が得られ，15 の理

論記述がなされた。

　E の「メンバーシップ」は，教職員との良好な関係が中心にある。被援助志向性やサポート希求

スキルが高く，教職員からの支援をうまく引き出すことで，被受容感や所属感を強く認識している

（1, 3）。自分の能力を大学の後輩のために提供したいという意欲も高い（8）。「影響力」の感覚につ

いては，英語力への自信から英語などの授業において教員との対等な意見交換や提案ができること

による自己効力感が得られている（9）。また，このような自身の能力を活かした授業での提案とこ

れまでの教職員からの被援助経験から，教員と互恵的な関係にあるとの認識が見られる。「統合と

ニーズの充足」は，大学における学びの充実感や理想通りの大学生活であると認識する（11, 12）

など E のニーズの充足は日本での就職意識につながっている。E は大学の教職員と「日本就職」

という共通の目標を有し，支援 – 被支援という関係だけではない共同意識を感じている。「情緒的

つながりの共有」については，E は大学の教職員に信頼感や感謝の念を抱いている（7）。それは，

これまでの熱心な指導や支援などのポジティブな交流によるものである。E のネットワーキングス

キルの高さは，教職員だけでなく，留学生との関係構築にもつながっており（2），一人ひとりが持

つ異なる価値観を尊重する意識もある（10）。また，E は大学において自己成長を感じており，そ

の機会，環境を提供してくれた大学の重要性を感じている（13）。
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表 7　E の分析結果（テーマ・構成概念と理論記述）

大学に受け入れられていると感じるか

所属大学における被受容感／大学におけるネットワーキング／大学教員の丁寧な支援／大学における留学生の割合の高さ
／留学生ネットワークの充実／大学におけるサポート源の活用／被援助志向性／サポート源としての大学教員への信頼感

大学の友人，先輩後輩，教員，職員など大学の人々との関係

親密な人間関係／就職活動時の道具的サポート／サポート希求／被援助経験／安心感

大学の居心地

コロナ禍でも変わらない在留・就職に関する支援／コロナ禍での授業形態の変化／コロナ混乱期における不十分な授業サ
ポートへの理解／オンライン授業での教員からのサポート減少による辛さ／コロナ禍における対面イベントの中止への落胆

所属大学の一員としての感覚（所属感）　

大学への所属感／教員のさまざまな支援に対する感謝／イベントにおける存在感／教員の支援

大学への自分の能力の提供

所属大学への貢献意欲／自己能力を活かした後輩への支援意欲

自分の能力への周囲の評価

自己能力に対する教員や友人からの高い評価／得意な英語における教員との対等なやりとり／自己効力感

大学の人々との価値観の共有

一人一人の価値観の相違／大学における多様な価値観の内包／他者の価値観の尊重

所属大学は自分に合っているか

高校生の時からの興味のある分野／学びにおける欲求充足／自分に最適な大学／理想通りの大学生活／現状への満足感
／就職希望／日本での将来展望

所属大学の学生であることの重要性

大学の一員であることの重要性／自己成長／大学の内在的価値／大学で得た能力／社会貢献／日本での就職を叶えるた
めの道具的価値／日本の大学卒業の海外・母国における道具的価値のなさ／日本国内での重要性

大学への所属感や居心地，人間関係に関する新型コロナウイルスによる影響

コロナの影響を受けないほど強い所属感

理論記述

1．「被援助志向性」が高い留学生は「大学におけるサポート源の活用」を十分にし「大学教員の丁寧な支援」を引き出
すことで「サポート源としての大学教員への信頼感」を感じ「所属大学における被受容感」を感じる。

2．留学生に「大学におけるネットワーキングスキル」の高さがあり，「大学における留学生の割合の高さ」がある場合，「留
学生ネットワークの充実」を認識する。

3．「就職活動時の道具的サポート」などの「サポート希求」時の「被援助経験」が，所属大学の人々に対する「安心感」
と「親密な人間関係」の構築につながる。

4．「コロナ禍でも変わらない在留・就職に関する支援」から居心地の良さを感じる。
5．「コロナ禍での授業形態の変化」での「オンライン授業での教員からのサポート減少による辛さ」を経験しても「コ

ロナ混乱期における不十分な授業サポートへの理解」を示す。
6．「対面交流の重要さ」を実感する留学生は，「コロナ禍における対面イベントの中止への落胆」がある。
7．「イベントにおける存在感」の提示が「教員の支援」によると認識すると，「教員のさまざまな支援に対する感謝」か

ら「大学への所属感」を強く感じる。
8．「自己能力を活かした後輩への支援意欲」などの「所属大学への貢献意欲」が高い。
9．「得意な英語における教員との対等なやりとり」から「自己能力に対する教員や友人からの高い評価」を認識し，「自

己効力感」を感じる。
10．「一人一人の価値観の相違」を認識し「大学における多様な価値観の内包」を当然視する留学生は，「他者の価値観

の尊重」意識がある。
11．大学の専攻が「高校生の時からの興味のある分野」である留学生は，「学びにおける欲求充足」がされ，所属大学を「自

分に最適な大学」であると認識する。
12．「理想通りの大学生活」で「現状への満足感」があると，日本での「就職希望」をするなど「日本での将来展望」をもつ。
13．「自己成長」の実感による「大学の内在的価値」の認識から，「大学の一員であることの重要性」を感じ，「大学で得

た能力」を生かし「社会貢献」したいと思う。
14．所属大学への「日本での就職を叶えるための道具的価値」の認識は，同時に「日本の大学卒業の海外・母国におけ

る道具的価値のなさ」の認識も生じさせ，「日本国内での重要性」に限定した価値を認識する。
15．「コロナの影響を受けないほど強い所属感」を有している。
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　E の所属大学に対するコミュニティ感覚は総じて高いといえる。コロナ禍において，イベントが

行われないことへの落胆などはあるものの，教職員からのコロナ以前と変わらない支援を得られる

ことで，コミュニティ感覚が減退することはなく，高いコミュニティ感覚を有した状態が続いてい

る。

5　総合的考察

5.1　留学生のコミュニティ感覚へのコロナ禍の影響

　5 名の留学生のコロナ禍におけるコミュニティ感覚の変化に着目すると，コロナによる影響は限

定的であるといえる。A のように当初からコミュニティ感覚が希薄であったものは，コロナ禍に

おいてもコミュニティ感覚が高まることはなく，B や E のようにコミュニティ感覚が比較的高い

状態にあったものは，コロナ禍においてもそのコミュニティ感覚の高さを維持している。C の事例

からは，コミュニティ感覚の変化は，コロナそのものの直接的な影響というよりは，コロナ禍にお

いて自分自身と向き合った結果であるといえる。C は，入学後しばらくは他大学の再受験を考えて

いたが，esports サークルの仲間との出会いと密な交流，大学の学びの奥深さを知ったことがきっ

かけとなり，所属大学に留まることを決めた。そのような自身の意識の変化により，コロナ禍にお

いても所属大学へのコミュニティ感覚の高まりがおきていたと考えられる。D の事例からは，コロ

ナ禍におけるコミュニティ感覚の揺らぎが見られた。コロナ禍において所属大学からのさまざまな

支援があったことで，コミュニティ感覚が一部高まった一方で，コロナ禍において物理的居場所を

失った孤独感などにより所属大学へのコミュニティ感覚の減退も見られる。また，コロナのみにか

かわらず，就職活動など大学生活におけるさまざまな場面において，自分を取り巻く環境である大

学と向き合う機会から，コミュニティ感覚も変化しているようである。

　常日頃から留学生のコミュニティ感覚を高めるような取り組みが重要であるが，C，D の事例か

らは，対面の交流が制限されるなかでも，オンライン上での密なやりとりや，丁寧な支援があるこ

とでコミュニティ感覚が高まる可能性が示唆された。

5.2　留学生の所属大学へのコミュニティ感覚を高める

　5 名のコミュニティ感覚の分析結果から，留学生のコミュニティ感覚を高める可能性のある要素

として，所属大学において被受容感を得られているか，自己有用感が得られるか，ということがあ

げられる。B，C，D，E は，いずれも大学からの被受容感があると感じている。また，B は教員や

留学生，C はサークルメンバー，D，E は教員との関係において，自己能力への肯定的な評価があ

ると感じられることで自己有用感を覚え，コミュニティ感覚につながっていることが窺える。一方，

A は，周囲からの自己能力への評価が感じられないことから，所属大学における自己有用感を得
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ることができずにいた。つまり，留学生の自己有用感を何らかの形で高めることができれば，所属

大学へのコミュニティ感覚を高められる可能性がある。留学生の自己有用感を高めるためには，先

に述べた通り，周囲からの肯定的な評価が重要であり，特に，課外活動（サークルやイベント）や，

授業における教員や学生同士の双方向的なやりとりのなかでの肯定的な評価が重要であるといえ

る。井上・久田（2015）においても，コミュニティ感覚の高低に，教員からのサポートや授業に対

する満足度，課外活動へのコミットメントの度合いが影響していることが示されているが，本研究

においては，それらが留学生の自己有用感を満たすことに影響し，コミュニティ感覚が高まること

につながる可能性が示された。

　留学生は，日本人学生と同様の青年期の課題や勉学の成就といった課題を持つことに加え，異文

化である日本への移動に伴い，日本文化・社会への適応，日本語の習得などの課題も加わる（横田・

白𡈽，2007）。多くの課題を抱えるうえに，日本文化・社会への適応においては，新しい文化から

拒絶される感覚を味わったり，自分が果たすべき役割，意味，アイデンティティが混乱したりする

カルチャーショックの状態を経験した留学生も多いだろう。そのため，日本社会においてありのま

まの自分が受け入れられていると感じられ，自己有用感を得られる場が，留学生にとって貴重なコ

ミュニティになり得ることは，想像に難くない。

　さらに，留学生のコミュニティ感覚を高めるうえでは，日本人学生との関係も重要である。A，

B，D は日本人学生との関係構築の難しさや関係の希薄さ，学生の異文化コンピテンスの低さなど

を感じており，それがコミュニティ感覚の一要素である「情緒的つながりの共有」に負の影響を及

ぼしている可能性が示されている。大学環境の整備として，カリキュラムや授業の充実，教職員に

よる支援，サークルやイベントなどの課外活動の充実に加え，学生の異文化コンピテンスを高める

ような取り組みが重要であろう。日本人学生，留学生双方の異文化コンピテンスの育成により，両

者のより良い関係を構築することで，留学生のコミュニティ感覚を高める可能性が示唆された。

6　まとめと今後の課題

　以上の通り，5 名の留学生のコミュニティ感覚が示され，留学生が被受容感，自己有用感を得ら

れることや，日本人学生，留学生の異文化間コンピテンスを高めることが，留学生のコミュニティ

感覚を高める可能性を示した。しかしながら，本研究は 5 名の留学生を対象とした研究であること

から，過度な一般化はできない。今後は，日本の大学に所属する留学生を対象とした質問紙調査を

実施することで，留学生のコミュニティ感覚の全体的な傾向を示したい。また，コミュニティ感覚

を高める要因を示すことで，より良い大学環境を作り上げることに寄与したい。
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Psychological Sense of Community among International Students 
who Studied in Japan during COVID-19

Kayo OKAMURA

Abstract

　 This study examines international students’ psychological sense of community.  The educa-

tional environment and the university community environment surrounding international stu-

dents changed significantly due to the COVID-19 pandemic.  In this context, it is important to 

understand the students’ experiences while studying abroad.  Data were collected, using ques-

tionnaires and interviews, from five international students at a private university in Tokyo, and 

the results were analyzed using SCAT.  The results showed generally limited impacts on, or 

changes to, the students’ sense of community as a consequence of the COVID-19 pandemic.  In 

addition, it is suggested that international students’ sense of community could be enhanced by 

encouraging them to experience a sense of self-efficacy and acceptance, and by increasing the 

cross-cultural competence of both Japanese and international students.

Key words: International students, Psychological sense of community, COVID-19, University, 
community, SCAT


